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1. 機能紹介 

1.1 進捗現況チャート 

1) ユーザー別に担当しているプロジェクトの進捗を可視化して現在の進捗状態を把握できるようにします。 

2) 「進捗率推移」は、計画に対する実績の推移を日付軸で表示します。 

3) 「ステータス別現況」はチケットのステータス別件数を表示して、件数をクリックすると該当一覧を表示します。 

4) 「遅延率」は、計画対比実績を、遅延完了を含んで表示し、未進捗は現在まで計画した通りに進捗していない件数

を表示して、件数をクリックすると該当一覧を表示します。 

 
<進捗現況チャート画面> 
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1.2 遅延チケット 

1) 期日までに完了できなかった遅延チケットの一覧を表示します。 

 
<遅延チケット画面> 

1.3 期日直前チケット 

1) 当日を基準として今後一週間以内に期日を迎えるチケットの一覧を表示します。 

 
<期日直前チケット画面> 

1.4 参加プロジェクト 

1) ユーザーが参加しているプロジェクト別に計画上の累積進捗率、実績での累積進捗率、達成率、未完了チケット件

数、完了チケット件数、合計チケット件数と、自分が担当している未完了チケット一覧を表示します。 

 
<参加プロジェクト画面> 
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2. インストールと支援環境 

2.1 インストールと支援環境 

1) 本製品をインストールして使用するためには下記の環境が必要です。本製品をインストールする前にインストール

先環境と支援環境が正しいことをご確認ください。 

区分 種別 種類とバージョン 備考 

インスト

ール 

Redmine 3.x ～ 4.2  

Redmine 2.0 ～ 2.7  

Database 
Mysql、MariaDB、Postgresql、 

Microsoft SQL Server 

 

Plugins Openalm Common 1.7.5 以上 本製品と一緒に提供します。 

支援環境 
Browsers Chrome、Safari、Edge、Firefox 

IE はサポートをしませんが、IE11 では動作す

ることを確認しています。 

2) プラグインのインストール環境の確認方法はシステム管理者で Redmine にログイン後、「管理」->「情報」で確認

できます。 

  * ユーザーのアクションが必要な場合は       で表示し、結果と参照を示す場合は 

   で表示します。 

 
<プラグインのインストール環境の確認画面> 
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3. プラグインバーのインストールとアンインストール 

3.1 インストール（Linux 系列）  

1) インストール環境は顧客の環境によって異なるため、パスなどは顧客環境に読み替えて適用してください。例示で

は bitnami を使って Redmine をインストールした場合のプラグインのインストール方法で説明します。 

2) 弊社から提供する圧縮ファイルを下記のパスに解凍してください。 

 

解凍先パス: {REDMINE_ROOT}/plugins 

もし openalm_common がすでに Redmine にインストールされている場合、インストールされている openalm_common

と弊社が提供する openalm_common のバージョンが同一の場合は、openalm_common を新たにインストールする必要

がありません。openalm_common のファイル名のアンダーバーより右側の数字がバージョンを意味します。 

例) ファイル名が「openalm_common_1.7.5.zip」 の場合、「1.7.5」がバージョンです。 

#cd /opt/redmine-xxx 

#./use_redmine 

#cp openalm_common_x.x.x.zip /opt/redmine-xxx/apps/redmine/htdocs/plugins (すでに同一のバージョンがインストール

されている場合は省略します。) 

#cp openalm_user_dashboard_x.x.x.zip /opt/redmine-xxx/apps/redmine/htdocs/plugins 

#cd /opt/redmine-xxx/apps/redmine/htdocs/plugins 

#unzip openalm_common_x.x.x.zip (すでに同一のバージョンがインストールされている場合は省略します。) 

#unzip openalm_user_dashboard_x.x.x.zip 

3) DB にテーブルを生成します。 

#cd /opt/redmine-xxx/apps/redmine/htdocs 

#bundle exec rake redmine:plugins:migrate RAILS_ENV=production 

== 20200205035655 CreateOpenalmCommonHolidays: migrating ====================== 

-- create_table(:openalm_common_holidays, {:options=>"ENGINE=InnoDB", :id=>:integer}) 

   -> 0.0320s 

== 20200205035655 CreateOpenalmCommonHolidays: migrated (0.0324s) ============= 

 

== 20200618054704 CreateOpenalmEmailTemplates: migrating ====================== 

-- create_table(:openalm_email_templates, {:options=>"ENGINE=InnoDB", :id=>:integer}) 

   -> 0.0384s 

== 20200618054704 CreateOpenalmEmailTemplates: migrated (0.0389s) ============= 

 

== 20200622040653 CreateOpenalmUpdateErrorLogs: migrating ===================== 

-- create_table(:openalm_update_error_logs, {:options=>"ENGINE=InnoDB", :id=>:integer}) 

   -> 0.0397s 

== 20200622040653 CreateOpenalmUpdateErrorLogs: migrated (0.0402s) ============ 

 

== 20200622040913 CreateOpenalmEtcErrorLogs: migrating ======================== 

-- create_table(:openalm_etc_error_logs, {:options=>"ENGINE=InnoDB", :id=>:integer}) 

   -> 0.0433s 

== 20200622040913 CreateOpenalmEtcErrorLogs: migrated (0.0444s) =============== 

 

== 20201005073351 AddEmailSubjectToOpenalmEmailTemplates: migrating =========== 

-- add_column(:openalm_email_templates, :email_subject_type, :string, {:default=>"template"}) 

   -> 0.0679s 

== 20201005073351 AddEmailSubjectToOpenalmEmailTemplates: migrated (0.0687s) == 

 

== 1 CreateOpenalmUserDashboardViewsettings: migrating ======================== 

-- create_table(:openalm_user_dashboard_viewsettings, {:options=>"ENGINE=InnoDB", :id=>:integer}) 

   -> 0.0414s 
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== 1 CreateOpenalmUserDashboardViewsettings: migrated (0.0427s) =============== 

 

== 20200413011931 AddWatcherIdToOpenalmUserDashboardViewsettings: migrating === 

-- add_column(:openalm_user_dashboard_viewsettings, :watcher_id, :integer, {}) 

   -> 0.0649s 

== 20200413011931 AddWatcherIdToOpenalmUserDashboardViewsettings: migrated (0.0663s) 

4) エラーが発生しないで正常に実行できたら web サーバーを再起動させることによってインストールが完了します。 

#cd /opt/redmine-xxx 

#./ctlscript.sh restart apache 

 

3.2 アンインストール(Linux 系列) 

1) 「openalm_user_dashboard」プラグインで使用するテーブルを DB から削除します。テーブル削除後は関連データー

を復元することはできません。  

#cd /opt/redmine-xxx 

#./use_redmine 

#cd /opt/redmine-xxx/apps/redmine/htdocs 

#bundle exec rake redmine:plugins:migrate NAME=openalm_user_dashboard VERSION=0 RAILS_ENV=production 

== 20200413011931 AddWatcherIdToOpenalmUserDashboardViewsettings: reverting === 

-- remove_column(:openalm_user_dashboard_viewsettings, :watcher_id, :integer, {}) 

   -> 0.0601s 

== 20200413011931 AddWatcherIdToOpenalmUserDashboardViewsettings: reverted (0.0664s) 

 

== 1 CreateOpenalmUserDashboardViewsettings: reverting ======================== 

-- drop_table(:openalm_user_dashboard_viewsettings, {:options=>"ENGINE=InnoDB", :id=>:integer}) 

   -> 0.0101s 

== 1 CreateOpenalmUserDashboardViewsettings: reverted (0.0111s) =============== 

2) 「openalm_common」プラグインで使用するテーブルを DB から削除します。テーブル削除後は関連データーを復元

することはできません。弊社から購入した他のプラグインがある場合は「openalm_common」プラグインで使用する

テーブルを DB から削除しないでください。「openalm_common」プラグインで使用するテーブルを DB から削除する

と弊社から購入した他のプラグインが動作しなくなる場合があります。もし「openalm_common」プラグインで使用

するテーブルを DB から削除しない場合でも Redmine には影響を与えません。 
#bundle exec rake redmine:plugins:migrate NAME=openalm_common VERSION=0 RAILS_ENV=production 

== 20201005073351 AddEmailSubjectToOpenalmEmailTemplates: reverting =========== 

-- remove_column(:openalm_email_templates, :email_subject_type, :string, {:default=>"template"}) 

   -> 0.1061s 

== 20201005073351 AddEmailSubjectToOpenalmEmailTemplates: reverted (0.1111s) == 

== 20200622040913 CreateOpenalmEtcErrorLogs: reverting ======================== 

-- drop_table(:openalm_etc_error_logs, {:options=>"ENGINE=InnoDB", :id=>:integer}) 

   -> 0.0297s 

== 20200622040913 CreateOpenalmEtcErrorLogs: reverted (0.0299s) =============== 

== 20200622040653 CreateOpenalmUpdateErrorLogs: reverting ===================== 

-- drop_table(:openalm_update_error_logs, {:options=>"ENGINE=InnoDB", :id=>:integer}) 

   -> 0.0180s 

== 20200622040653 CreateOpenalmUpdateErrorLogs: reverted (0.0183s) ============ 

== 20200618054704 CreateOpenalmEmailTemplates: reverting ====================== 

-- drop_table(:openalm_email_templates, {:options=>"ENGINE=InnoDB", :id=>:integer}) 

   -> 0.0088s 

== 20200618054704 CreateOpenalmEmailTemplates: reverted (0.0090s) ============= 

== 20200205035655 CreateOpenalmCommonHolidays: reverting ====================== 

-- drop_table(:openalm_common_holidays, {:options=>"ENGINE=InnoDB", :id=>:integer}) 

   -> 0.0146s 
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== 20200205035655 CreateOpenalmCommonHolidays: reverted (0.0148s) ============= 

3) プラグインフォルダーを削除します。 

#cd plugins 

#rm -rf openalm_user_dashboard 

#rm -rf openalm_common (「openalm_common」プラグインを残す必要がある場合は実施をしません。) 

4) エラーがなく正常に実行されたら、web サーバーを再起動するとアンインストールが完了します。 

#cd /opt/redmine-xxx 

#./ctlscript.sh restart apache 

 

3.3 インストール (Windows 系列) 

1) インストール環境は顧客の環境によって異なるため、パスなどは顧客環境に読み替えて適用してください。例示で

は bitnami を使って Redmine をインストールした場合のプラグインのインストール方法で説明します。 

2) 弊社から提供する圧縮ファイルを下記のパスに解凍してください。 

 

解凍先パス: {REDMINE_ROOT}/plugins 

 

もし openalm_common がすでに Redmine にインストールされている場合、インストールされている openalm_common

と弊社が提供する openalm_common のバージョンが同一の場合は、openalm_common を新たにインストールする必要

がありません。openalm_common のファイル名のアンダーバーより右側の数字がバージョンを意味します。 

例) ファイル名が「openalm_common_1.7.5.zip」 の場合、「1.7.5」がバージョンです。 

「C:\Bitnami\redmine-4.2.0-0\apps\redmine\htdocs\plugins\」（このフォルダパスは環境により異なりま

す。）に「openalm_common」と「openalm_user_dashboard」の２つのフォルダーをコピーします 

 

<プラグインインストールフォルダー> 
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3) Windows の「スタート」ボタンをクリックして、「Bitnami Redmine Stack」の中の「Bitnami Redmine Stack を使

用する」をクリックします。 

 
<「Bitnami Redmine Stack を使用する」画面> 

4) コマンドプロンプトが起動しますので、「bundle exec rake redmine:plugins:migrate RAILS_ENV=production」

を実行します。下図のように「AddWatcherIdToOpenalmUserDashboardViewsettings」などの文字が表示されれば

DB にテーブルが正常に生成されたことになります。 

 
<テーブル生成完了画面> 
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5) Windows の「スタート」ボタンをクリックして、「Bitnami Redmine Stack」の中の「Bitnami Redmine Stack 

Manager Tool」をクリックして実行します。 

 
<「Bitnami Redmine Stack Manager Tool」クリック画面> 

6) 「Manage Servers」タブで、「Thin_redmine」と「Thin_redmine2」を選択して「Restart」ボタンをクリックして

再起動させます。 

 
<「Thin_redmine」と「Thin_redmine2」の再起動画面> 
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3.4 アンインストール(Windows 系列) 

1) インストール環境は顧客の環境によって異なるため、パスなどは顧客環境に読み替えて適用してください。例示で

は bitnami を使って Redmine をインストールした場合のプラグインのアンインストール方法で説明します。 

2) 「openalm_user_dashboard」プラグインで使用するテーブルを DB から削除します。テーブル削除後は関連データ

ーを復元することはできません。 

項 目 「 3.3.3) 」 で 説 明 を し た 「 Bitnami Redmine Stack 」 を ク リ ッ ク し て 、 「 bundle exec rake 

redmine:plugins:migrate NAME=openalm_user_dashboard VERSION=0 RAILS_ENV=production」を実行します。下図

のように「1 CreateOpenalmUserDashboardViewsettings: reverted」などの文字が表示されれば DB からテーブル

が正常に削除されたことになります。 

 
<テーブル削除完了画面> 

3) 「openalm_common」プラグインで使用するテーブルを DB から削除します。テーブル削除後は関連データーを復元

することはできません。弊社から購入した他のプラグインがある場合は「openalm_common」プラグインで使用する

テーブルを DB から削除しないでください。「openalm_common」プラグインで使用するテーブルを DB から削除する

と弊社から購入した他のプラグインが動作しなくなる場合があります。もし「openalm_common」プラグインで使用

するテーブルを DB から削除しない場合でも Redmine には影響を与えません。 

項 目 「 3.3.3) 」 で 説 明 を し た 「 Bitnami Redmine Stack 」 を ク リ ッ ク し て 、 「 bundle exec rake 

redmine:plugins:migrate NAME=openalm_common VERSION=0 RAILS_ENV=production」を実行します。下図のように

「CreateOpenalmCommonHolidays: reverted」などの文字が表示されれば DB からテーブルが正常に削除されたこと

になります。 

 
<テーブル削除完了画面> 
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4) {REDMINE_ROOT}/plugins 配下のプラグインフォルダーを削除します。「openalm_common」プラグインは上記の 3)

でテーブルを DB から削除した場合は削除しますが、そうではない場合は {REDMINE_ROOT}/plugins/ 

openalm_common フォルダーは削除しません。 

5) エラーがなく正常に実行されたら、web サーバーを再起動するとアンインストールが完了します。web サーバーを

再起動させる方法は項目「3.3.5)」と「3.3.6)」と同じです。 

3.5 インストールしたプラグインのバージョン確認 

1) 正常にプラグインがインストールされると、Redmine のシステム管理者権限者で Redmine にログインすると、「管

理」->「情報」をクリックすると、下図のようにインストールされたプラグインのバージョンを確認できます。 

2) 「Redmine plugins」欄に「openalm_common」と「openalm_user_dashboard」が表示されていることを確認してく

ださい。 

 
<プラグインのバージョン確認画面> 
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4. 設定 

4.1 プラグイン 

1) システム管理者(admin)権限があるユーザーで Redmine にログインして「管理」->「プラグイン」->「OPENALM 

Common plugin」の設定をクリックします。 

 
<プラグイン設定画面> 

2) 「達成率基準」は進捗の達成率の基準を設定する画面です。達成率アイコンの色はこの達成率基準によって異なっ

た色が表示されます。下図の例で説明をすると、進捗の達成率が 90%以上なら正常(青色)アイコンが表示され、

90%未満 70%以上なら警告(黄色)アイコンが表示され、70%未満なら危険(赤色)アイコンが表示されます。なお、達

成率が 0%の場合は、達成率アイコンは表示されません。 

 
<「達成率基準」設定画面> 

 

 
<達成率基準が適用された画面> 

「達成率基準」を設定しないとユーザーダッシュボード画面で下図のように表示されますので、必ず設定してくだ

さい。 

 
<達成率基準が設定されていない画面> 
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3) 「チケットのトラッカー別の色」ではチケットのトラッカー別の色を指定して、チケット一覧でチケットのトラッ

カー別の色を区別するために設定します。色設定欄でマウスの左ボタンをクリックすると色を選択できるカラーピ

ッカー画面が表示され、任意の色をマウスで選択すると、色コードが入力できます。もし希望する色を選択できな

い場合、直接色コードを入力することも可能です。 

 
<チケットのトラッカー別の色の設定画面> 

4) チケット一覧ページで、チケットのトラッカー別に色が表示されることを確認することができます。 

 

<チケットのトラッカー別の色が表示された画面> 
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5) 「チケットのステータス別の色」ではチケットのステータス欄の背景色を設定できます。色設定欄でマウスの左ボ

タンをクリックすると色を選択できるカラーピッカー画面が表示され、任意の色をマウスで選択すると、色コード

が入力できます。もし希望する色を選択できない場合、直接色コードを入力することも可能です。 

 
<チケットのステータス別の色の設定画面> 

 
<チケットのステータス別の色が適用された画面> 

「チケットのステータス別の色」が未指定の場合、ユーザーダッシュボードでの「ステータス別現況」は下図のよ

うに灰色で表示されます。 

     
<「チケットのステータス別の色」が未指定画面> 
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6) 「チケットの優先度別の色」では、チケットの優先度によって色を表示するための設定で、色の欄でマウスの左ボ

タンをクリックすると、色選択メニューが表示されて、任意の色をクリックすると、色コード値が入力されます。

各優先度別に、背景色、文字色、枠の色を指定することができます。 

 
<チケットの優先度別の色の設定画面> 

区分 背景色 文字色 枠色 

低め #eaf7ff #555599 #add7f3 

通常    

高め #ffc4c4 #db0306 #ffb4b4 

急いで #f7a8a8 #c90206 #f7a8a8 

今すぐ #f07d7d #990000 #f07d7d 

<色のサンプル> 

 
<チケットの優先度別の色が適用された画面> 
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7) 「休業日」は休日を設定する機能で、エクセルで作成したデーターの貼り付けも可能です。「日付け」欄のセルを

クリックすればカレンダーが表示されてカレンダーから日付の指定も可能です。入力が完了したら、適用ボタンを

クリックして情報を保存してください。 

 
<休業日設定画面> 
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8) OPENALM User Dashboard plugin の設定をクリックします。 

 
<プラグイン設定画面> 

9) 「閲覧権限」欄でユーザーダッシボードの閲覧権限を付与するユーザーを選択して適用ボタンをクリックします。 

 
<閲覧権限設定画面> 
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10) ユーザーが多くて選択が難しい時は右側にある検索アイコンをクリックします。ユーザーを検索できるポップアッ

プが表示されます。「閲覧権限」ポップアップ画面で、「ユーザー検索」欄で検索したいユーザー名を入力すると、

部分一致でユーザーが検索されます。検索して希望するユーザーのチェックボックスにチェックした後に選択ボタ

ンをクリックして、「閲覧権限」を該当ユーザーに付与します。 

 
<ユーザー検索ボタンクリック画面> 

 
<閲覧権限を付与するユーザーを検索する画面> 

 

11) 「表示するプロジェクト数」はユーザーダッシュボードで選択できる最大プロジェクト数を定義します。ここで設

定した数のプロジェクトだけをユーザーダッシュボードで表示します。ここで多くのプロジェクト数を設定すると

ユーザーダッシュボード画面を表示する時に時間がかかる場合があります。デフォルト値は 10 です。 

ここで指定した数以上のプロジェクトに参加している場合、初期値の状態ではプロジェクト名を降順で並べて、該

当のプロジェクト数までの情報をユーザーダッシュボードに表示します。 

ここで設定した数以上のプロジェクトをユーザーダッシュボードで指定しようとすると下図のように「プロジェク

ト表示制限アラート」が表示されます。 
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<「表示するプロジェクト数」設定画面> 

 
<プロジェクト表示制限アラート画面> 

12) 「遅延完了の基準になるステータス」で、遅延完了の基準になるステータスを指定します。設定したステータスが

期日までに完了状態に変更されないと遅延完了として集計されます。 
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<「遅延完了の基準になるステータス」画面> 

 
<遅延完了の基準が適用された画面> 
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4.2 ライセンスの登録 

1) システムセキュリティーキーをコピーして下記のリンク先のページをブラウザで開いて、評価版もしくは購入した

ライセンスキーを取得して、取得したライセンスキーを「ライセンスキー登録」に入力して適用をクリックしてラ

イセンスキーを登録します。 

https://www.redmine-marketplace.com 

 

2) 正常にライセンスキーが登録されると、有効期限が表示されます。 

 

3) 有効期限が満了になると下図のように表示されます。 

 

https://www.redmine-marketplace.com/
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5. 機能説明 

5.1 ユーザー閲覧 

1) 項目「4.1.9)」で付与したダッシュボード閲覧権限があるユーザーと Redmine のシステム管理者はトップメニュー

の「ユーザー」をクリックすると全体のユーザー一覧が表示されてユーザー別に名前、メールアドレス、参加プロ

ジェクト、最終接続日が表示されます。 

2) 名前欄に検索したいユーザー名を入力したり、参加プロジェクト欄に検索対象のプロジェクト名を入力して「適用」

ボタンをクリックすると該当の条件でユーザーを検索できます。 

3) ダッシュボード閲覧権限がないユーザーは右上段にあるアカウント名をクリックすると自分のダッシュボードが表

示されます。 

 
<ユーザー一覧画面> 

4) ユーザー名が表示される個所にはリンクが設定され、該当のユーザー名をクリックすると、該当ユーザーのダッシ

ュボードに移動します。ダッシュボード閲覧権限がないユーザーは基本 Redmine のユーザー情報に移動して、自分

の名前をクリックするとユーザーダッシュボードページに移動します。 

 
<チケット詳細画面> 
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5.2 ダッシュボード表示 

1) ユーザーの名前をクリックすると該当ユーザーのダッシュボード画面が表示されます。ダッシュボード画面の項目

別の説明をします。 

 

 
<ダッシュボード画面> 

  

① 

② ③ ④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
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2) ①ユーザーの基本情報が表示されます。「基本情報」をクリックすると既存の Redmine で提供するユーザー情報が

表示されます。 

 
<「基本情報」をクリックすると表示される画面> 

3) 達成率アイコンは計画対比実績を計算した達成率により「正常」、「警告」、「危険」の色で表示されます。閾値

の設定は「4.1.2)」項目の説明を参照ください。 

4) 達成率の計算は「実績進捗率/計画進捗率 * 100」で計算されます。 

5) 進捗率の計算は次の通りです。ヘルプにマウスを当てても計算方法が表示されます。 

- チケットの開始日と期日により期間を算出して進捗率を計算します。 

- 例えば A チケットは期間が 10 日間で進捗率が 10%、B チケットは期間が 1 日で進捗率が 100%である場合は 

- 1 日を 1 で計算します。10 日の 10%は 1 日に該当するので 2(進捗期間) / 11(全体の期間) * 100 = 

18.2%(小数点第二位を四捨五入します)になります。 

 
<進捗率計算方法ヘルプ表示画面> 
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6) 「フィルタ」をクリックして、「プロジェクト」アイコンをクリックすると、「プロジェクト」ポップアップ画面

が表示されて、該当ユーザーが参加しているプロジェクトが表示されます。ダッシュボードで表示するプロジェク

トを選択して「選択」ボタンをクリックしてください。 

 
<プロジェクト検索と選択画面> 

7) 「トラッカー」アイコンをクリックすると、「トラッカー」ポップアップ画面が表示されます。ダッシュボードで

表示するトラッカーを選択して「選択」ボタンをクリックしてください。 

 
<トラッカー選択画面> 
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8) ②進捗率推移グラフは担当しているチケットに対して計画日(開始日と期日)と進捗率を入力した日を基準にして表

示します。 

9) チケットの開始日と期日が横軸に該当し、今日の日付を基準にした計画進捗率と実績進捗率が表示されます。 

 
<進捗率推移グラフ画面> 

10) ③ステータス別現況はチケットのステータス別のチケットの件数を表示します。

 

<チケットステータス別現況チャート画面> 
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11) ステータス別に表示された数字をクリックすると該当チケット一覧が表示されます。 

 
<チケット一覧画面> 

12) ④遅延率は対象チケットの現在の計画と実績、未進捗を表示して遅延完了を含んで表示します。遅延完了は期日内

に完了できていないチケットの比率が表示されます。   

未進捗は照会日を基準として計画した進捗率が進行されなかった場合、未進捗に表示されます。各項目の数字をク

リックすると該当チケット一覧を確認できます。ただし、この機能は、Redmine 3.3 以上でのみ提供します。 

 
<遅延率チャート画面> 
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13) ⑤遅延チケットは期日内に完了していないチケットが表示されます。 

 
<遅延チケット画面> 

14) 遅延チケットで表示する項目は Redmine のシステム管理者権限でログイン後、「管理」->「設定」->「チケットト

ラッキング」の「チケットの一覧で表示する項目」で設定できます。 

 
<チケットトラッキング画面> 

15) ⑥「期日直前チケット」は今後一週間以内に期日を迎えるチケットを表示します。 

 
<期日直前チケット画面> 
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16) ⑦「参加プロジェクト」は該当ユーザーが参加している各プロジェクトに対して「進捗度」と「未完了/完了別現

況」と「達成率アイコン」、該当ユーザーが担当しているチケット一覧を表示します。 

 
<参加プロジェクト画面> 

  



 
ユーザーダッシュボードマニュアル2.0 

 

 
-31- www.ankosoft.co.jp 

 

5.3 閲覧モード 

1) ユーザーダッシュボードの閲覧モードは、本人のダッシュボード検索で設定した条件と閲覧権限があるユーザーが

他人のユーザーダッシュボードに対して検索条件を設定したものを区別して閲覧することができます。 

2) 本人のダッシュボードに対して検索条件として設定した画面は下図のとおりです。 

 
<本人が検索条件として設定した画面> 

3) 閲覧権限があるユーザー（白石 美沙登）が上のユーザー (ANKO SOFT)に対して次のような検索条件を設定しま 

した。 

 
<他人のダッシュボードに対して検索条件を設定した画面> 
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4) プロジェクト名とチケットのトラッカー名にユーザーの名前がある場合は、該当ユーザーだけが設定した場合であ

り、名前がない場合は、二人のユーザーが同一に設定をした場合です。例えば Openalm Common は ANKO SOFT だけ

が設定して「白石 美沙登」は設定しませんでした。User Dashboard は二人のユーザーが同一に設定した場合です。

チケットのトラッカーも同じです。  

 

5) 「閲覧者設定で表示」はダッシュボードの閲覧対象者が設定した条件で表示する機能です。 

 
<「閲覧者設定で表示」メニューが表示された画面> 

6) 「閲覧者設定で表示」モードなので、プロジェクト、トラッカーの検索条件を変更することができません。 

 
<「閲覧者設定で表示」で表示された画面> 
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7) 「自分の設定で表示」をクリックすると、本人が設定した検索条件の画面に遷移します。 

 
<「自分の設定で表示」メニューが表示された画面> 

8) 「新規参加プロジェクト(30 日以内)」は本人が最近(30 日以内)にメンバーとして追加されたプロジェクト名を表

示します。 

 
<新規参加プロジェクト表示画面> 
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5.4 マイページでのダッシュボード設定 

1) ユーザーダッシュボード画面をマイページでも表示できます。 

2) マイページの「追加」から「進捗率チャート」、「遅延チケット」、「完了直前チケット」、「参加プロジェクト」

を選択することにより、必要な項目を追加してマイページに配置できます。 

 
<マイページでユーザーダッシュボード追加画面> 
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3) 進捗率チャートを追加すると下図のようにポートレット単位で追加され、任意の場所に画面の配置ができます。 

 
<マイページで構成されたユーザーダッシュボード画面> 
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6. 制限事項 

1) 表示するデーターがない場合は、各種のチャートが下図のように表示されます。 

 
<表示するデーターがない場合の画面> 

2) 「遅延率」のグラフで、計画よりも実績が進捗率が高い場合、「未進捗」の欄はマイナスの値が表示されます。下

図の例ですと、計画上は 16.7%進捗する予定でしたが、実際には進捗率が 100%のため、計画に対して 83.3%進捗が

先行していることを意味します。 

 
<「未進捗」がマイナスの値を表示する画面> 
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